
7月25日 議会報告会 開催！
たくさんの声をいただきました！

はぴあ八雲（昼）　18人参加 はぴあ八雲（夜）　11人参加
くまいし館　8人参加 落部町民センター　9人参加
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〔 ２ 〕令和5年8月号

令和５年　第２回定例会

補正の主な内容
一般会計補正予算低所得世帯支援給付金給付事業

9,015万4千円

八雲町役場庁舎等新築工事実施設計業務委託料他
5,557万7千円

5,596万3千円 1,372万2千円

　物価高騰の影響が大きい住民税非課税世帯に対し、一世帯当た
り３万円を給付。対象世帯数2, 800世帯。国の地方創生臨時交付
金を活用。

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業
子育て世帯への給付金給付事業
1億1,451万7千円

農地等購入費　1億3,882万3千円
林地等購入費　　   1,911万5千円

アイヌ文化財保存活用
業務委託料

鉛川レクリエーションセンター
老朽化対策事業補助金

　物価高騰の影響を受ける低所得の子育て世帯を支援。児童一人
当たり５万円の特別給付金を給付。対象児童は170人を見込む。
　また町独自に、すべての子育て世帯を支援するため、18歳まで
の子供一人当たり５万円を給付。給付対象者は2, 000人を見込み、
国の地方創生臨時交付金を活用。

　㈱太平洋農場より農地等約288ヘクタール、林地等約39ヘク
タールを購入。町営育成牧場用地や、北海道新幹線新八雲駅周
辺整備などに活用予定。

第２回定例会
令和５年

４
億
９
４
８
９
万
円
追
加

（
補
正
後
の
総
額　

１
６
４
億
５
０
４
２
万
９
千
円
）完成予想図



〔 ３ 〕 令和5年8月号

工事請負契約（４件）を締結

財産の取得

・東野地区地域会館新築工事（建築主体）
契約金額　　8,029万7,800円

契約の相手方　　高橋・吉野特定建設工事共同企業体

・熊石総合センター大規模改修工事(建築主体）
契約金額　　1億1,572万円

契約の相手方　　黒島・熊谷特定建設工事共同企業体

・町道咲来線道路改良工事
契約金額　　1億3,024万円

契約の相手方　　株式会社河井工業

・町道咲来線道路舗装工事
契約金額　　1億3,255万円

契約の相手方　　ツバメ工業株式会社

の取得の取得のの財財財財産財産の財産の
新基準防火衣　35着　購入

1,498万8,490円
除雪ドーザ（11ｔ級）１台　購入

3,685万円

一般会計補正予算　反対討論

■反対討論（要点）　関口　正博  議員
鉛川レクリエーションセンター老朽化対策事業補助金に対し、反対の立場で討論を行います。
令和６年３月31日をもって、レクリエーションセンター賃貸借契約満了に伴う施設譲渡において、現状
のままでの無償譲渡を目指すべきものが理想と私自身は考えるところですが、３月定例会において、外部
水道施設改修および浄水設備、温泉施設改修に関わる予算を認めたことは、この施設の持つ公益性と歴史
的背景を、私自身を含め、議員皆様も考慮したうえでのことであると考えるものであります。
　しかし今回上程されている鉛川レクリエーションセンター老朽化対策事業補助金1,372万２千円の予算
計上は、レクリエーションセンター解体と改築に関わる設計予算であるが、これは来年度に予算措置され
る解体工事、施設改修に対する補助金合わせて、概算2億2,500万円余りの予算計上へと続くものであり、
外部工事等概算２億５千万円を合わせ、この施設に対し、総額４億８千万円余りにのぼる支出が、現状に
おいて妥当なものであるとは到底思えるものではありません。
　また、施設改築に伴う補助金の算定基準は、平成21年に民間事業者に対し交付された１億円を基準とし、
現状の世相を考慮したうえでの1. 9倍、１億９千万円と算出したとのことであるが、今後、同様のケース
において１億９千万円という金額だけが先走り、この金額が、これからの八雲町の交渉事の公平性の基準
となることは明白であり、補助金の算定基準についても、今まで以上の検証が必要であると考えます。
　賃貸借契約の期限が迫る中、補助金額、補助金の算定方法も含め、今一度の検証と、議論をする機会を
いただくことをお願い申し上げ、反対討論とさせていただきます。

■【考察】 　三澤　公雄  議員
反対討論のあと、採決に付された結果は僅差の賛成７、反対６となりました。
これは反対討論の効果だと思います！
総務経済常任委員会での質疑応答では、どんな角度からの質問にも、「補助金支出の枠組み理論」に則

って、「立て板に水」の答弁を繰り出す担当課の姿勢を崩せずにいたと感じました。
　この理論に抗う論理的思考を組み立てられずにいた議員たちに、『そうだ！論理よりも熱情だ！』と気
づかさせたことが、僅差での可決となったのだと思います。
　「多額すぎないか！」という感覚を大事にして訴えた関口議員の「熱」に感化され、「議論の場で積み
上げたものがすべて」という議会審議の原点から軸足を外せない議員に「心の葛藤」を呼び起こし、「町
民は理解するだろうか・・」という原点に立ち帰らせた結果であったと思います。
　執行部は、町長という『ひとりが決断する』仕組みでしょう。一方、議会は議決権を行使し執行部の判
断に是非をくだす機関です。『ひとりひとりが納得するまで合議して』集合知を導き出すという集団での
決断…。この両者の違いを両輪として進める【まちづくり】が、より多くの町民に納得感を与えられるよ
うに『議会を進めていきます！』



令和5年第2回定例会 一 般 質 問

〔 ４ 〕令和5年8月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※質問した議員本人が原稿を書いています。

電
力
網
を
構
築
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
八
雲
町
で
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

ま
た
、
災
害
拠
点
で
も
あ
る
役
場
新

庁
舎
の
建
設
計
画
に
小
規
模
電
力
網
を

取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 町
長

熊
石
平
地
区
で
建
設
さ
れ
て

い
る
「
平
田
内
川
水
力
発
電
所
」
は
、

今
後
、
発
電
所
の
建
屋
や
、
取
水
施
設
、

水
車
な
ど
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
り
、

令
和
６
年
６
月
の
稼
働
を
目
指
し
、
当

初
の
計
画
ど
お
り
全
量
を
売
電
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
は
、
令
和

３
年
度
に
策
定
し
た
「
八
雲
町
地
域
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
戦
略
」
で
掲

げ
て
い
る
と
お
り
、
災
害
に
強
い
町
、

経
済
の
域
内
循
環
な
ど
に
繋
が
る
重
要

な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し 問

北
海
道
電
力
は
平
均
　
・
２
％

２３

値
上
げ
に
な
り
、
さ
ら
に
上
が
る
様
相

が
あ
る
。

熊
石
の
平
田
内
川
で
は
水
力
発
電
を

建
設
し
て
い
る
が
、
以
前
「
地
域
発
電

を
」
と
の
質
問
に
対
し
、
町
長
は
「
条

件
が
整
え
ば
」
と
い
う
よ
う
な
答
弁
で

あ
っ
た
。
買
う
電
気
と
作
る
電
気
と
の

差
が
縮
ま
っ
て
い
る
今
が
考
え
ど
き
で

は
な
い
か
。

国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
支

援
施
策
の
補
助
金
を
活
用
し
た
「
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
」
と
い
わ
れ
る
取
り
組

み
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
小
規
模

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
な
ど
の
地
域
脱

炭
素
事
業
の
実
現
に
は
、
町
民
や
事
業

者
の
理
解
・
連
携
・
協
働
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に
策
定
す
る

「
八
雲
町
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）」
に
お
い
て
、
慎
重
に
検
討

し
て
理
解
を
深
め
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
推

進
し
、
地
産
地
消
を
目
指
し
た
い
。

役
場
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
土
地
の

面
積
も
あ
る
た
め
、
太
陽
光
な
ど
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
よ
う
な
庁
舎
を

設
計
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
 電
気
料
金
の
値
上
げ
に
ど
う
対
策
す
る
か

Ａ
 再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
、

地
産
地
消
を
目
指
す



町政を問う

〔 ５ 〕 令和5年8月号

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み 問

 
　
町
長
は
将
来
の
財
政
不
安
を
減

ら
す
た
め
に
、
町
が
出
資
し
、
青
年
舎

や
木
蓮
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
生
産
者
か

ら
の
強
い
要
望
で
は
な
く
、
町
の
呼
び

か
け
で
始
ま
っ
た
こ
と
に
不
安
を
感
じ

る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
当
初
の
目
的
や

計
画
に
沿
っ
て
順
調
に
進
ん
で
い
る
の

か
。
現
状
の
課
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
更
に
今
後
、
き

く
ら
げ
の
栽
培
（
熊
石
地
域
）、
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
ウ
イ
ス
キ
ー
等
の
取
り
組
み
も
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
進
め
る
予
定
な
の

か
。

 町
長
 

青
年
舎
の
目
的
で
あ
る
研
修

部
門
の
拡
大
は
進
ま
ず
、
牧
場
収
益
を

町
全
体
の
農
業
振
興
の
た
め
に
活
用
す

る
こ
と
も
で
き
て
い
な
い
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
し
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て

い
く
。

　
木
蓮
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
計
画
ど

お
り
進
ん
で
い
な
い
。
安
定
し
た
財
源

確
保
や
新
た
な
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
、

組
織
基
盤
の
強
化
と
自
立
の
た
め
の
体

制
づ
く
り
を
構
築
す
る
こ
と
が
課
題
。

商
工
会
と
連
携
し
、
指
導
及
び
助
言
を

し
て
い
く
。

　
サ
ー
モ
ン
養
殖
は
、
昨
年
、
卵
か
ら

ふ
化
さ
せ
た
幼
魚
は
順
調
に
育
ち
、
現

状
の
施
設
で
ど
の
く
ら
い
の
幼
魚
を
育

成
で
き
る
か
試
験
を
続
け
、
種
苗
の
生

産
拡
大
と
施
設
の
増
設
を
進
め
て
い
る
。

　
海
面
養
殖
は
、
ひ
や
ま
漁
協
熊
石
支

所
の
サ
ー
モ
ン
養
殖
部
会
が
来
年
の
水

揚
げ
以
降
の
自
立
を
目
指
し
、
精
力
的

に
活
動
し
て
い
る
が
、
今
年
５
月
に
水

揚
げ
し
た
サ
ー
モ
ン
の
生
残
率
が
大
幅

に
低
下
し
た
た
め
、
原
因
究
明
と
来
年

度
に
向
け
た
対
応
策
を
考
え
て
い
る
。

　
き
く
ら
げ
は
、
初
期
投
資
は
か
か
り

す
ぎ
る
感
も
あ
る
が
、
企
業
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
う
ま
く
い
く
と
思
っ
て
い

る
。
様
々
な
業
種
の
人
が
副
業
と
し
て

取
り
組
み
、
う
ま
く
で
き
た
ら
、
生
で

も
乾
燥
で
も
間
違
い
な
く
売
れ
る
。

　
ウ
イ
ス
キ
ー
は
、
協
力
企
業
を
募
集

し
て
い
る
。

　
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
１
万
本
程
度
か
ら

始
め
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
お
金
は
か
か

ら
ず
に
で
き
る
と
思
う
。
や
り
方
は
こ

こ
２
年
で
検
討
す
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
町
財
政
は
良
く

Ｑ
 町
が
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
は
？

Ａ
 一
次
産
業
の
創
出
だ
！
　
　
　
　
　
　

 問
 
　
町
内
の
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
、
少
子
化
や
人

口
減
少
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
、
電
気

代
値
上
げ
に
よ
る
コ
ス
ト
の
増
大
、

ネ
ッ
ト
販
売
の
影
響
な
ど
、
個
人
で
は

解
決
で
き
な
い
大
き
な
課
題
が
あ
る
中
、

廃
業
と
い
う
残
念
な
結
果
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
情
報
共
有
・
情
報
提
供
等
の

支
援
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

 町
長
 

一
次
産
業
に
比
べ
、
商
工
関

係
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
と
反
省

し
て
い
る
。
商
工
会
、
商
工
会
理
事
、

青
年
部
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
商
工
の

発
展
に
努
力
し
た
い
。

青
年
舎
に
つ
い
て
は
、
将
来
を
憂
う

生
産
者
の
声
が
発
端
で
は
？（
三
澤
）

Ａ
　商
工
会
と
連
携
し
、

　　　　　　　　　　　　　商
工
振
興
を
推
進

Ｑ
　産
業
支
援
の
強
化
を
！

Ａ
　新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ
て
検
討

Ｑ
　外
国
語
表
記
の
推
進
を
！

な
っ
て
い
る
の
で
、
議
会
の
賛
同
を
得

ら
れ
れ
ば
、
や
る
気
の
あ
る
人
に
は
ど

ん
ど
ん
支
援
し
て
い
き
た
い
。

第３セクターを持つ自治

体の成功の秘訣は、「基

本構想・基本計画など、

行政計画や施策体系のな

かで、その位置づけが明

確にされていること」、

「地域住民、企業などか

ら理解され、支援されて

いること」だそうです。

（赤井）



令和5年第2回定例会 一 般 質 問

〔 ６ 〕令和5年8月号

　
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
体
外
受
精
な
ど
の

基
本
治
療
に
つ
い
て
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
治
療
開
始
時
に

お
け
る
年
齢
制
限
や
回
数
制
限
は
あ
る

が
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
前
と
比
べ
る

と
、
不
妊
に
悩
む
多
く
の
方
の
支
援
に

繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
保
険
適
用
と
な
っ

て
も
、
不
妊
治
療
費
は
高
額
と
な
る
場

合
も
あ
る
た
め
、
少
子
化
対
策
と
し
て

自
己
負
担
額
を
助
成
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
子
ど
も
を
産
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
々
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

少
し
で
も
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
、
他
の
自
治
体
や
国
・

道
の
支
援
策
等
も
調
査
し
な
が
ら
、
不

妊
治
療
の
助
成
に
つ
い
て
、
早
急
に
対

応
し
た
い
。

 倉  地 　 清  子  議員
くら ち きよ こ

Ｑ
 少
子
化
対
策
に
つ
い
て

Ａ
 し
っ
か
り
と
研
究
し
、
取
り
組
ん
で
い
く

 問
 
　
現
在
、
八
雲
町
で
は
子
育
て
に

か
か
る
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

給
食
費
無
料
・
医
療
費
無
料
・
保
育
費

無
料
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
少
子
化
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
令
和
２
年
度
以
降
、
年
間

の
出
生
数
は
１
０
０
人
を
割
っ
て
い
る
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
支
援
の
他

に
、
少
子
化
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

妊
娠
・
出
産
を
望
ん
で
い
る
方
へ
の
不

妊
治
療
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

 町
長
 

八
雲
町
の
年
間
出
生
数
は

年
々
減
少
が
続
い
て
お
り
、
少
子
化
対

策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

議会これからの予定
《８月》　　　９日　第５回臨時会
　　　　　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　　１７日　文教厚生常任委員会
《９月》　　　１日　議会運営委員会
　　　　６日～１３日　第３回定例会
　　　　　　　　　　決算特別委員会
　　　　　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　　　　　　　　議会運営委員会

議会を傍聴してみませんか
次の議会は、

令和５年第３回定例会
９月６日（水）午前10時から

開会の予定です。
お気軽に足を運んでみてください。
YouTubeで映像配信もします

 問
 
　
国
は
少
子
化
対
策
の
柱
と
し
て
、

「
働
き
方
改
革
の
推
進
」
を
あ
げ
て
い

る
。
男
性
育
児
休
業
取
得
率
の
政
府
目

標
を
　
％
か
ら
　
％
と
大
幅
に
引
き
上

３０

５０

げ
、
北
海
道
も
男
性
職
員
の
育
休
促
進

目
標
を
　
％
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
育

３０

休
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
八
雲
町
で
は
、
男
性
職
員
の
育
児
休

業
取
得
促
進
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。
研
修

会
等
を
実
施
し
、
職
員
全
員
の
意
識
改

革
を
図
っ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

 町
長
 

八
雲
町
に
お
い
て
は
、
育
児

休
業
取
得
率
の
目
標
設
定
は
し
て
い
な

い
が
、
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
促

進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
出
産
時

の
各
種
手
続
き
の
際
に
、
男
性
職
員
に

対
し
育
児
休
業
制
度
等
に
つ
い
て
説
明

し
、
取
得
意
向
確
認
を
し
て
い
る
。
休

暇
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
も
、
全
職
員

が
い
つ
で
も
閲
覧
可
能
な
状
態
で
あ
る
。

　
意
識
改
革
に
つ
い
て
の
研
修
に
は
、

育
児
休
業
を
取
得
し
た
男
性
職
員
の
体

験
な
ど
、
制
度
内
容
等
を
理
解
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
な
研
修
を
考
え
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
他
の
自
治
体
の
取
り
組

み
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。



町政を問う
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 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ 問

 
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
誤
登

録
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
八
雲
町

で
も
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
ミ
ス
が
発
生

し
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
誤
登
録
は
命

に
も
関
わ
る
。
個
人
情
報
の
保
護
も
含

め
て
、
ど
う
住
民
を
守
っ
て
い
く
の
か

考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

第
三
者
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係

者
へ
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
、
な

ら
び
に
行
政
の
信
頼
を
損
ね
た
こ
と
に

対
し
、
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
。

　
現
在
、
国
で
の
対
応
策
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
申
請
が
で
き
な

か
っ
た
方
へ
は
、
再
度
説
明
、
謝
罪
を

行
い
、
速
や
か
に
対
応
す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

８
月
、
有
効
期
間
１
年
間
の
保
険
証
が

交
付
さ
れ
る
。

　
健
康
保
険
証
の
交
付
廃
止
は
、
実
質
、

令
和
７
年
８
月
か
ら
と
な
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
資
格
確
認
証
の
い
ず

れ
も
交
付
さ
れ
な
い
方
が
生
じ
な
い
よ

う
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
被
害
に
合
わ
れ
た
方
の
２
万
ポ

イ
ン
ト
は
、
自
治
体
が
損
害
賠
償
す
る

性
質
で
は
な
い
と
思
う
。
ど
こ
に
責
任

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

 町
長
 

国
が
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
検
討

中
だ
と
総
務
省
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

現
在
は
総
務
省
か
ら
の
通
知
を
待
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

Ｑ
 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
誤
登
録
は
大
問
題

Ａ
 大
臣
と
意
見
交
換
す
る
予
定
だ
　
　
　

 問
 
　
私
は
国
に
責
任
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は

誤
登
録
が
７
３
０
０
件
を
超
え
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
行
く
と
医
療
機
関
に
大
混
乱

を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

　
全
国
知
事
会
で
は
政
府
に
対
し
、
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
の
改
善
を
求
め
て
い
る
。

　
町
村
会
で
も
要
求
を
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

 町
長
 

全
道
の
町
村
会
で
、
大
臣
と

会
う
予
定
だ
。
私
も
役
員
に
入
っ
て
い

る
の
で
、
改
善
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
な
が
ら
、
現
状
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
函
館
や
近
隣
町
で
飼
い
主
の
い

な
い
猫
を
保
護
し
、
譲
渡
に
結
び
つ
け

る
活
動
が
進
ん
で
い
る
。
国
も
２
０
１

９
年
に
動
物
愛
護
法
を
改
正
し
、
殺
処

分
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
当
町
で
も
避
妊
手
術
の
補
助
や
譲
渡

会
を
開
き
た
い
人
の
相
談
を
受
け
る
な

ど
、
地
域
猫
活
動
の
啓
発
に
努
め
て
は

ど
う
か
。

 町
長
 

動
物
愛
護
管
理
法
に
基
づ
く

業
務
内
容
で
「
犬
猫
の
引
き
取
り
・
譲

渡
」
及
び
「
犬
猫
の
繁
殖
制
限
」
の
所

管
は
北
海
道
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
避
妊
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

　「
地
域
猫
活
動
」
に
つ
い
て
も
、
所
管

で
あ
る
北
海
道
と
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

Ａ
　北
海
道
と
連
携
を
図
る

Ｑ
　地
域
猫
活
動

６月２５日に八雲町で保護猫の譲渡会

がありました。（主催：ソラネコせた

な）９匹の「お試し」の申込みがあっ

たようです。

　
町
長
は
、「
譲
渡
会
が
あ
る
場
合

は
相
談
は
受
け
る
。」「
渡
島
総
合
振

興
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
《
飼
い
主
さ
が
し
ノ
ー
ト
》

の
Ｐ
Ｒ
も
考
え
て
み
た
い
。」と
発
言

し
て
い
ま
す
。
猫
好
き
だ
そ
う
で
す
。

（
佐
藤
）
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に
懇
談
会
も
企
画
し
て
い
る
。

　
職
員
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、

女
性
活
躍
政
策
に
弱
い
の
で
、
皆
さ
ん

の
力
を
借
り
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
学
校
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
Ｉ
Ａ
＋

に
対
し
十
二
分
に
配
慮
す
る
用
意
も
、

児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
も
、
児
童
・
生

徒
の
認
識
も
「
国
会
を
は
る
か
に
超
え

て
い
る
」。

　
翻
っ
て
「
八
雲
町
の
社
会
」
は
ど
う

な
の
か
。
追
い
つ
い
て
い
る
の
か
。
教

育
現
場
や
児
童
・
生
徒
を
孤
立
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
社
会
の
認
識
が
追
い
つ

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お

Ｑ
 女
性
活
躍
の
推
進
は
採
用
難
に
も
有
効
だ
！

Ａ
 職
員
採
用
に
有
効
だ
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
…

 問
 
　
女
性
が
進
出
で
き
、
し
っ
か
り

と
登
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
、
も
し
く
は

政
策
を
意
図
的
に
作
る
こ
と
が
職
場
全

体
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
）
を
整
え
る
早
道
と
考
え
る
。
こ
れ

は
「
遅
く
ま
で
灯
の
消
え
な
い
職
場
環

境
の
改
善
」
ひ
い
て
は
職
員
の
採
用
難

を
も
解
消
さ
せ
得
る
「
政
策
」
と
考
え

る
。
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
！

 町
長
 

女
性
活
躍
の
行
動
計
画
は

作
っ
て
い
る
し
、
女
性
が
活
躍
で
き
る

職
場
環
境
を
整
え
る
！
と
い
う
こ
と
は

職
員
採
用
に
有
効
だ
と
い
う
認
識
は
あ

る
。
７
月
末
に
は
女
性
活
躍
を
テ
ー
マ

く
た
め
に
も
広
い
意
味
で
の
差
別
を
な

く
す
、
差
別
を
許
さ
な
い
宣
言
を
す
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
ハ
ー
ド
面
で
は
ど
ん
ど
ん
素

晴
ら
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
八
雲
町

だ
か
ら
、
な
お
さ
ら
ソ
フ
ト
面
を
充
実

さ
せ
、
発
信
す
る
こ
と
、
女
性
活
躍
と

併
せ
て
「
差
別
を
許
さ
な
い
」
宣
言
を

す
る
こ
と
は
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な

く
、
文
化
的
に
も
「
面
白
い
ま
ち
」
と

し
て
、
八
雲
町
の
Ｐ
Ｒ
と
、
関
係
人
口

の
増
加
に
繋
が
る
は
ず
だ
。

Ａ
　
気
持
ち
は
あ
る
が
…

　
　
　ま
だ
内
部
協
議
が
で
き
て
い
な
い

Ｑ
　
差
別
を
な
く
す
、

　
　
　
　
　
差
別
を
許
さ
な
い
宣
言
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　　す
べ
き
だ
！

　
町
長
の
以
前
の
答
弁
を
思
い
出
し
て

の
「
再
答
弁
」
を
求
め
る
。

 町
長
 

私
も
、
宣
言
は
し
た
ほ
う
が

い
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
が
、
内
部
協

議
が
進
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
、
宣
言

に
向
か
っ
て
協
議
を
し
て
い
く
。

「
国
会
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
」

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
理
解
増
進
法
の
審
議

で
の
「
不
当
な
差
別
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
な
ど
、「
差
別
を
し
た
い
ひ

と
」
を
増
長
さ
せ
る
余
地
を
残
す
こ

と
に
ば
か
り
腐
心
し
て
い
る
様
を
揶

揄
。（
三
澤
）

「
再
答
弁
を
求
め
る
」

　
以
前
の
一
般
質
問
で
、
外
国
人
差

別
を
念
頭
に
し
た
「
差
別
を
し
な
い

宣
言
」
を
町
長
に
迫
っ
た
ら
、
町
長

は
、
も
っ
と
広
い
意
味
で
の
「
差
別

を
し
な
い
宣
言
」
を
検
討
し
て
い

く
！
と
答
弁
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
た

め
。（
三
澤
）



〔 ９ 〕 令和5年8月号

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
視
察
調
査
を
し
ま

し
た

　
６
月
　
日
～
　
日
、
総
務
経
済
常
任

29

30

委
員
会
で
、
八
雲
町
に
お
け
る
今
後
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
と
ワ
イ
ン
の
産
地
化

を
図
る
た
め
の
参
考
と
す
る
た
め
に
千

歳
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
千
歳
市
）、
宝
水
ワ
イ

ナ
リ
ー
（
岩
見
沢
市
）、
オ
チ
ガ
ビ
ワ
イ

ナ
リ
ー
（
余
市
町
）
の
各
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
視
察
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
原
料
の
ブ
ド
ウ
栽
培
に
お
い

て
は
「
受
粉
時
期
で
あ
る
６
月
は
も
ち

ろ
ん
、　
月
ま
で
の
日
照
時
間
と
温
暖

10

な
気
温
が
糖
度
を
上
げ
る
た
め
に
重
要

で
あ
り
、
一
週
間
に
８
日
曇
る
と
い
わ

れ
る
八
雲
町
の
冷
涼
な
気
候
が
最
大
の

問
題
」
と
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
醸
造
タ
ン
ク
（
１
２
０
万
円

程
度
）
や
オ
ー
ク
樽
（
　
万
円
程
度
）

30

の
価
格
か
ら
予
想
さ
れ
る
全
体
の
投
資

額
」
は
、
こ
れ
ま
で
町
か
ら
説
明
を
受

け
て
い
る
金
額
を
大
き
く
超
え
る
と
い

う
こ
と
。
町
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
ど
う

考
え
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り

な
の
か
。

　
今
回
の
視
察
は
、
問
題
点
を
は
っ
き

り
と
認
識
で
き
た
有
意
義
な
も
の
で
し

た
。

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た

　
７
月
４
日
、
札
幌
市
に
お
い
て
議
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
は
じ
め
７

名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念

二
十
一
世
紀
研
究
機
構
理
事
長
の
 五
 
い

 百
 
お

 旗
 
き

 頭
 
べ

 真
 氏
に
よ
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

ま
こ
と

後
の
世
界
と
日
本
」
及
び
、
政
治
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
 田
  﨑
  史
  郎
 氏
に
よ
る

た
 ざ
き
 し
 ろ
う

「
日
本
政
治
の
舞
台
裏
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
八
雲
町
と
関
わ
り
の
深
い

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
球

場
で
あ
る
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
平
日
の
試
合
の
な
い
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
、
経
済

効
果
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

八雲町における測定結果

日照時間（時間）有効積算気温（℃）

７～１０月４～１０月年

５２６．４１２０２．２令和元年

４７９．５１２４６．２令和２年

５５４．１１２１５．０令和３年

５９４．４１２４０．６令和４年

　
残
念
な
が
ら
、
正
直
な
感
想
と
し
て

「
八
雲
で
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
難
し
い
」
と
、

専
門
家
た
ち
の
話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど

感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
大
久
保
）

異
議
あ
り
！

　「
ピ
ノ
・
ノ
ア
ー
ル
」「
ソ
ー
ビ
ニ

オ
ン
・
ブ
ラ
ン
」
が
糖
度
　
％
に
成

20

熟
す
る
た
め
に
必
要
な
日
照
時
間
は

５
５
０
時
間
、
積
算
温
度
は
１
２
３

０
 ℃
 で
す
。（
高
級
醸
造
用
ぶ
ど
う

の
本
道
に
お
け
る
糖
度
か
ら
み
た
適

応
性
と
密
植
の
効
果
：
中
央
農
試
）

　
八
雲
町
に
お
い
て
、
令
和
４
年
は

必
要
な
数
字
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す

よ
。（
三
澤
）



〔 １０ 〕令和5年8月号

定例会・臨時会議件一覧

令和５年第２回定例会（令和５年６月７日～９日）

専決処分の承認を求めることについて承認第２号八雲町公告式条例の一部を改正する条例議案第１号

令和４年度八雲町一般会計繰越明許費に係る歳出
予算の繰越について

報告第１号八雲町税条例等の一部を改正する条例議案第２号

令和４年度八雲町下水道事業特別会計繰越明許費
に係る歳出予算の繰越について

報告第２号八雲町火災予防条例の一部を改正する条例議案第３号

令和４年度八雲町農業集落排水事業特別会計繰越
明許費に係る歳出予算の繰越について

報告第３号工事請負契約の締結について議案第４号

２０２３年度北海道最低賃金改正等に関する意見書発議第１号工事請負契約の締結について議案第５号

薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取り組み体制の
強化を求める意見書

発議第２号工事請負契約の締結について議案第６号

国立病院の機能強化を求める意見書発議第３号工事請負契約の締結について議案第７号

２０２４年度地方財政の充実・強化を求める意見書発議第４号財産の取得について議案第８号

特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を
求める意見書

発議第５号財産の取得について議案第９号

核兵器禁止条約への参加・署名・批准を行うこと
を求める意見書

発議第６号損害賠償額の決定について議案第１０号

教職員の超勤・多忙化解消・「３０人以下学級」の
実現、義務教育費国庫負担制度堅持の意見書

発議第７号損害賠償額の決定について議案第１１号

生物多様性の保全・ネイチャーポジティブの対策
の強化を求める意見書

発議第８号辺地に係る総合整備計画の変更について議案第１２号

道教委「これからの高校づくりに関する指針」を
抜本的に見直しすべての子どもにゆたかな学びを
保障する高校教育を求める意見書

発議第９号
八雲町過疎地域持続的発展市町村計画の変更につ
いて

議案第１３号

文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査申出について令和５年度八雲町一般会計補正予算（第３号）議案第１４号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出について令和５年度八雲町水道事業会計補正予算（第１号）議案第１５号

議員派遣の件専決処分の承認を求めることについて承認第１号

令和５年第４回臨時会（令和５年７月１２日）

財産の取得について議案第３号
八雲町一般職員の特殊勤務手当に関する条例の一
部を改正する条例

議案第１号

財産の取得について議案第２号



〔 １１ 〕 令和5年8月号

千
　
葉
　
　
　
隆

黒
　
島
　
竹
　
満

能
登
谷
　
正
　
人

斎
　
藤
　
　
　
實

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

三
　
澤
　
公
　
雄

倉
　
地
　
清
　
子

宮
　
本
　
雅
　
晴

関
　
口
　
正
　
博

大
久
保
　
建
　
一

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

赤
　
井
　
睦
　
美

採決結果議　　　　　件　　　　　名

××○○○○○○×○×××可　　決令和５年度八雲町一般会計補正予算（第３号）議案第１４号

○○○××○○○××○○○可　　決２０２３年度北海道最低賃金改正等に関する意見書発議第１号

××××××××××○○○否　　決国立病院の機能強化を求める意見書発議第３号

×××××○××××○○○否　　決
核兵器禁止条約への参加・署名・批准を行うこと
を求める意見書

発議第６号

賛成　〇　　反対　×　

※千葉隆議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第２回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

７月25日に議会報告会を開催しました！
会場　はぴあ八雲（昼）　１８人参加

会場　はぴあ八雲（夜）　１１人参加

会場　くまいし館　　　　　８人参加

会場　落部町民センター　　９人参加

～皆さんの声を聞かせてください～

開かれた議会をめざして

詳細は11月号に掲載予定！

・少子化と八雲の未来について
・八雲町議会議員のなり手について
・その他（役場庁舎建設事業など）

《５月》
　　　１５日　全員協議会
　　　　　　総務経済常任委員会
　　　１８日　文教厚生常任委員会
　　　３０日　総務経済常任委員会
《６月》
　　　２日　議会運営委員会
７日～９日　第２回定例会
　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　全員協議会
　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　　　　議会運営委員会

　　　１３日　文教厚生常任委員会
　　　　　　議会運営委員会
　２９～３０日　総務経済常任委員会視察調査
《７月》
　　　１０日　広報広聴常任委員会
　　　１２日　第４回臨時会
　　　　　　全員協議会
　　　　　　総務経済常任委員会
　　　２０日　文教厚生常任委員会
　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　２５日　議会報告会

議会のうごき



〔 １２ 〕令和5年8月号

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和５年５月から令和５年７月の

各常任委員会の活動です。

●
ア
イ
ヌ
文
化
財
保
存
活
用
事
業
に
つ

い
て
（
社
会
教
育
課
）

　
国
か
ら
の
交
付
金
で
、
八
雲
町
の
ア

イ
ヌ
文
化
財
を
保
護
・
活
用
し
、
ア
イ

ヌ
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
広
く
提
供
す
る

た
め
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
石
碑

２
件
の
保
護
、
説
明
看
板
８
件
、
鳥
瞰

図
３
件
の
設
置
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
等
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
経
費
は

５
５
９
６
万
３
千
円
。

●
令
和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て
（
総
合

病
院
・
熊
石
国
保
病
院
）

文
教
厚
生

●
国
保
病
院
建
替
事
業
基
本
設
計
業
務

に
つ
い
て
（
熊
石
国
保
病
院
）

●
学
童
保
育
所
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
（
住
民
生
活
課
）

　
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
、
さ
か
え
っ
子
ク

ラ
ブ
に
各
２
台
の
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

ま
す
。
事
業
経
費
は
、
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
予
算
内
の
補
助
金
か
ら
備

品
購
入
費
へ
予
算
流
用
し
、
当
該
予
算

を
確
保
し
ま
す
。（
７
月
３
日
設
置
済
）

熊石国保病院　基本設計業務

３，３３０．３３㎡延床面積

地上２階建てRC造構造規模

計　３０床病床数

来院者用：６３台

職 員 用：７３台

業 務 用：４台

そ の 他：２台

駐車場台数

２２億１，６００万円概算工事費

完成イメージ図

八雲総合病院　令和４年度決算

令和３年度令和４年度

６０億　　　　　

　２，３４５万８千円

５７億　　　　　

　３，０８０万１千円

収益総計

Ａ

５３億　　　　　

　１，７９８万１千円

５２億　　　　　

　９，２００万３千円

費用総計

Ｂ

７億　　　　　

　　５４７万７千円

４億　　　　　

　３，８７９万８千円

差引収支

Ａ－Ｂ

１４億　　　　　

　４，３４９万２千円

２０億　　　　　

　５，２７１万６千円
内部留保資金

熊石国保病院　令和４年度決算

令和３年度令和４年度

９億　　　　　

　　７７７万１千円

８億　　　　　

　７，９８３万３千円

収益総計

Ａ

８億　　　　　

　８，２４４万７千円

８億　　　　　

　７，６５８万２千円

費用総計

Ｂ

　２，５３２万４千円

　　　　　

　　３２５万１千円

差引収支

Ａ－Ｂ

２億　　　　　

　６，８７１万３千円

２億　　　　　

　８，２９３万９千円
内部留保資金

請
願
書
の
付
託
を
受
け
ま
し
た

　
八
雲
町
文
化
団
体
連
合
会
よ
り

「
文
化
ホ
ー
ル
建
設
請
願
書
」
が
提

出
さ
れ
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
が

付
託
を
受
け
ま
し
た
。

　
文
化
団
体
連
合
会
と
懇
談
を
行
な

う
な
ど
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
令
和

５
年
７
月
　
日
開
催
の
第
４
回
臨
時

12

会
に
お
い
て
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

イメージです



〔 １３ 〕 令和5年8月号

総
務
経
済

●
鉛
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
温
泉
施
設
）
の
譲
渡
及
び
町
の
改
修

工
事
に
伴
う
補
償
に
つ
い
て
（
商
工
観

光
労
政
課
）

補
助
、
補
償
を
す
る
理
由

　
鉛
川
観
光
施
設
は
、
観
光
産
業
の
柱

と
し
て
町
営
で
開
発
し
運
営
し
て
、
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
利
す
る
目
的

で
行
っ
て
き
た
。

　
運
営
が
民
間
に
な
っ
て
か
ら
も
町
内

外
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
観
光
客
と
の
繋

が
り
は
、
観
光
振
興
や
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
る
施
設
で
あ
る
。

　
八
雲
町
の
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
長
期
に
わ
た
っ
て
継

続
し
て
ほ
し
い
貴
重
な
観
光
施
設
で
あ

る
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
、「
譲
渡
」

に
あ
た
っ
て
も
（
民
間
事
業
者
が
行
う

老
朽
化
対
策
で
あ
る
が
）
補
助
金
を
交

付
す
る
方
針
と
し
た
。

補
助
対
象

　
老
朽
化
対
策
と
し
て
の
解
体
工
事
、

改
築
工
事
に
対
し
補
助
す
る
。

改
修
工
事
期
間
中
の
休
業
へ
の
補
償

　
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
地
方
公
共
団
体

の
適
法
な
行
政
活
動
に
よ
り
生
ず
る
損

失
で
あ
り
、
補
償
の
対
象
と
な
る
こ
と

か
ら
、
水
と
温
泉
が
供
給
さ
れ
な
い
工

事
期
間
に
限
り
、
固
定
的
経
費
（
営
業

活
動
に
関
係
な
く
必
ず
か
か
る
経
費
）

を
対
象
に
休
業
補
償
を
行
う
。

●
落
部
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
整
備
支

援
に
つ
い
て
（
水
産
課
）

支
援
の
考
え
方

　
落
部
の
中
心
市
街
地
は
漁
業
を
中
心

に
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ

の
中
核
を
な
す
漁
協
事
務
所
の
整
備
に

あ
た
り
、
近
い
将
来
の
公
共
施
設
の
縮

小
を
考
え
る
と
、
新
し
い
漁
協
事
務
所

が
地
域
住
民
の
集
う
中
核
施
設
と
し
て

利
用
さ
れ
る
な
ら
ば
支
援
に
値
す
る
と

考
え
た
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
町
内

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
年
金
受
給
者
の
会

な
ど
の
利
用
、
地
域
の
小
中
学
校
の
課

外
学
習
の
場
と
し
て
の
利
用
、
水
産
加

工
品
、
農
産
物
の
直
売
所
と
し
て
の
利

用
、
漁
業
関
係
者
、
地
域
住
民
の
避
難

施
設
と
し
て
の
利
用
も
考
え
、
２
階
建

て
で
は
あ
る
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
し
て
高
齢
者
等
の
利
用
に
配
慮
を
す

る
。
ま
た
、
２
階
に
は
災
害
時
の
非
常

用
電
源
と
し
て
発
電
機
を
設
置
し
、
ほ

ぼ
高
さ
の
等
し
い
町
道
の
高
台
へ
移
動

で
き
る
「
連
絡
通
路
」
を
設
置
す
る
。

●
令
和
４
年
度
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

の
実
績
に
つ
い
て
（
政
策
推
進
課
）

件
数
　
９
万
１
１
７
３
件

　
　
　
　
　
（
前
年
比
　
・
８
％
減
）

３６

金
額
　
　
億
　
万
３
千
円

１８

７６

　
　
　
　
　
（
前
年
比
　
・
６
％
減
）

２８

【
考
察
】　

　
と
て
も
難
し
い
問
題
だ
・
・
・
。

　
町
直
営
の
赤
字
体
質
を
民
間
移
行
で

の
体
質
改
善
を
期
待
し
た
時
代
。

　
観
光
振
興
を
担
う
役
割
を
期
待
し
て

の
「
小
牧
荘
運
営
費
応
援
」
の
時
代
。

　「
小
牧
荘
廃
止
」
後
の
水
源
・
温
泉
源

の
指
定
管
理
者
へ
の
支
援
時
代
。

　
背
景
は
変
わ
っ
て
も
八
雲
町
に
と
っ

て
「
支
援
し
続
け
る
枠
組
み
」
に
変
わ

り
は
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大

波
を
受
け
た
直
後
で
は
あ
る
が
、
今
後

も
水
や
お
湯
周
辺
の
改
修
名
目
で
「
支

援
し
続
け
る
仕
組
み
」
か
ら
「
決
別
す

る
」
判
断
を
し
た
よ
う
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
長
い
歴
史
」
を
認
識

し
て
い
る
町
民
（
議
員
）
と
、
そ
れ
を

知
ら
な
い
町
民
（
議
員
）
で
は
、
理
解

度
も
異
な
る
だ
ろ
う
。

　「
英
断
」
と
な
る
か
「
愚
断
」
と
な
る

の
か
。
議
会
議
員
は
占
い
師
で
も
な
け

れ
ば
評
論
家
で
も
な
い
。
歴
史
の
審
判

も
受
け
る
、
町
政
を
担
う
「
当
事
者
と

し
て
の
判
断
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
三
澤
）

【
委
員
会
の
意
見
】　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
単
な
る
漁
協

組
合
員
へ
の
「
場
の
提
供
」
で
終
わ
る

の
か
。
地
域
会
館
の
集
約
を
見
据
え
、

漁
協
と
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
た
い
。

【
考
察
】

　
令
和
４
年
度
は
件
数
、
金
額
と
も
に

減
少
し
て
い
る
。
背
景
に
は
、
返
礼
品

が
イ
ク
ラ
、
カ
ニ
頼
み
の
構
造
が
変

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

日
ハ
ム
商
品
は
あ
る
が
、
新
商
品
の
開

発
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
三

澤
）
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Ｑ　熊石の漁業の状況は？

・以前はスケソウやサケ・イカ・タコが獲れ、多い

時は１５０人位の漁師がいたが、今は約３０人しかいな

い。

・スルメイカは６月１日から解禁となっているが、

今はさっぱり獲れない。タコも３年位前から全くダ

メ。

・ヤリイカ漁のために、九州や山口県、石川県に出

かけている漁師もいる。

・燃料はもちろん、発砲スチロール等の資材もすべ

て値上がりし、漁に出かけると赤字になってしまう。

Ｑ　サーモン養殖の手ごたえはどうですか？

・冬期間は収入がない時期なので、サーモン養殖の

仕事があって助かっている。

・海の魚を獲るのが仕事で、育てる漁業は本州のほ

うの話だと思っていたが、いざ自分たちが取り組ん

でみると、思った以上に順調で、冬期間はこれで飯

が食えると感じている。

・他の町から「八雲は、町が養殖に力を入れていて

うらやましい」と言われている。

・ある程度の量をこなさないと収入に繋がらない。

・餌やりは、決まった人たちが半年間、休みなく毎

日（朝・夕）船を出しているので、この人たちがで

きなくなったら、誰がやることになるのか難しい。

Ｑ　今回、生残率が低かったと聞きましたが？

・４年目の今年が一番成長が悪く、へい死の数も多

かった。

・水温等の調査もしてもらったが、特に異常はなく、

原因は不明。２月に最も多く死んでいた。

・海の様子はいつもと変わらない。水温の異常もな

いことを考えると、稚魚が弱かったのか等も考えて

みたが、はっきりとした原因は調査してもわからな

い。

Ｑ　今後のサーモン養殖についてのお考えは？

・メンバーは１０人いるが、従事しているのは３人だ

けなので、これ以上、生簀を増やすことは難しい。

Ｑ　熊石特産のアワビを一緒に取り組むことは？

・アワビの養殖部会も１０人くらいで頑張っているけ

ど、今は４万個のアワビのエサやりを２人でやって

いる。３万個～４万個のアワビの生産では人件費も

出てこない。

・今後の話なので決まってはいないが、洋上風力が

実現し、その点検等で収入に繋がれば、サーモンと

両方で何とか生活ができると思う。

・自然相手、生き物相手なので、その変化の見極め

が難しい。考えたくはないが、全滅ということもあ

り得るので、しっかり取り組みたい。

・・・取材を終えて・・・

　一日も早く日本海に昔の賑わいが復活してほしい

と、心から思いました。
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オ
オ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
異
常
発

生
が
、
た
だ
で
さ
え
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
多
大
な
影
響
を
受
け
た

管
内
刺
し
網
漁
家
の
経
営
を
さ

ら
に
追
い
つ
め
て
い
る
。
１
９

８
０
年
代
に
も
同
様
の
事
例
が

み
ら
れ
た
が
、
当
時
は
２
年
ほ

ど
で
収
束
し
た
と
い
う
。

　
即
売
会
な
ど
で
、
オ
オ
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
を
安
価
で
提
供
し
て
い

る
様
子
が
マ
ス
コ
ミ
等
で
連
日

報
道
さ
れ
て
い
る
。
安
価
な
う

ち
に
消
費
者
に
オ
オ
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
を
提
供
し
、
味
を
知
っ
て
も

ら
い
、
新
た
な
販
路
を
開
拓
す

る
な
ど
、「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
」
と
い
う
試
み
自
体
は
漁

業
者
を
一
時
的
に
勇
気
づ
け
る

も
の
で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
過
去
の
よ
う
に
短

期
間
で
資
源
が
枯
渇
す
る
な
ど

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
本
当
に
水
産
業
の
持
続

可
能
性
を
探
る
試
み
と
い
え
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
国
の
指
導
が
、
過
去
か
ら
得

ら
れ
た
教
訓
や
海
外
水
産
先
進

国
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
を
と

ら
ず
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り

の
施
策
の
繰
り
返
し
で
あ
る
な

ら
ば
、
命
を
か
け
海
に
出
る
漁

業
者
は
あ
ま
り
に
も
不
幸
で
あ

り
、
漁
業
を
目
指
す
若
者
な
ど

い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
感
じ

る
。

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　

　
　
副
委
員
長
　
関
口
　
正
博

編
  集
  後
  記

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

熊石サーモン養殖部会 の皆さんです！


